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(57)【要約】
【課題】表示部がない場合であっても利用者本人が接続
を希望する電子デバイスを確実に検出することができる
無線通信装置を提供すること。
【解決手段】二輪車用オーディオ装置１００は、ブルー
トゥース方式を用いて接続可能なヘッドセット２００、
２０２を含む電子デバイスを検出するデバイス検出部４
１と、利用者の操作を受け付けるハンドルリモコン２２
とデバイス検出部４１によって検出された電子デバイス
との間で一時的なペアリング設定を行うペアリング処理
部４２と、一時的なペアリング設定が行われたヘッドセ
ット２００、２０２に確認音を出力させるために確認音
データを送信する確認音送信部４５と、確認音データの
送信タイミングとハンドルリモコン２２による所定の確
認操作の有無とに基づいて、一時的なペアリング設定を
継続的なペアリング設定に変更、あるいは、一時的なペ
アリング設定を解除するペアリング確認部４６とを備え
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブルートゥース方式を用いて接続可能であってオーディオ音出力手段を有する電子デバ
イスを検出するデバイス検出手段と、
　利用者の操作を受け付ける操作手段と、
　前記デバイス検出手段によって検出された電子デバイスとの間で一時的なペアリング設
定を行うペアリング処理手段と、
　前記ペアリング処理手段によって一時的なペアリング設定が行われた前記電子デバイス
に、前記オーディオ音出力手段から所定の確認音を出力させるために確認音データを送信
する確認音送信手段と、
　前記確認音送信手段による前記確認音データの送信タイミングと前記操作手段による所
定の確認操作の有無とに基づいて、前記ペアリング処理手段によって行われた一時的なペ
アリング設定を継続的なペアリング設定に変更、あるいは、一時的なペアリング設定を解
除するペアリング確認手段と、
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記ペアリング確認手段は、前記確認音送信手段によって前記確認音データの送信中に
、前記操作手段を用いて所定の確認操作がなされたときに、前記ペアリング処理手段によ
って行われた一時的なペアリング設定を継続的なペアリング設定に変更することを特徴と
する無線通信装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記ペアリング確認手段は、前記確認音送信手段によって前記確認音データの送信中に
、前記操作手段を用いて所定の確認操作がなされないときに、前記ペアリング処理手段に
よって行われた一時的なペアリング設定を解除することを特徴とする無線通信装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記ペアリング確認手段は、前記確認音送信手段によって前記確認音データの送信中に
、前記操作手段を用いて所定の解除操作がなされたときに、前記ペアリング処理手段によ
って行われた一時的なペアリング設定を解除することを特徴とする無線通信装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項において、
　前記デバイス検出手段によって検出された前記電子デバイスが複数ある場合に、前記ペ
アリング処理手段、前記確認音送信手段、前記ペアリング確認手段による一連の動作が、
複数の前記電子デバイスのそれぞれに対して行われることを特徴とする無線通信装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項において、
　前記ペアリング処理手段による一時的なペアリング設定の対象として想定されている前
記電子デバイスには、所定の識別情報があらかじめ対応付けられており、
　前記ペアリング処理手段は、前記識別情報を用いてペアリング設定を行うことを特徴と
する無線通信装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　ペアリング設定の対象として想定されている前記電子デバイスは、ヘッドセットである
ことを特徴とする無線通信装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項において、
　二輪車に搭載されるとともに、ペアリング設定時に設定内容を確認するための表示部を
有しないことを特徴とする無線通信装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二輪車等の車両に搭載されて無線方式によって電子デバイスが接続可能な無
線通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ブルートゥース（Bluetooth、登録商標）によって電子デバイス間を相互接続する場合
には、最初にペアリング処理を行ってこれらの電子デバイス間を関連づける必要がある。
このペアリング処理では、一方の電子デバイスにおいて通信可能な他方の電子デバイスを
検出する必要があるが、検出時には通信範囲内に存在するその他の電子デバイスも検出さ
れてしまう。このようにして多数の電子デバイスが検出されるとその中から利用者が接続
を希望する電子デバイスを選択する操作が必要になる。このような選択操作を回避する従
来技術として、ペアリング処理を行う際に出力電力を下げたり、問い合わせの応答信号を
検出するための検出感度を減衰させることにより通信範囲を狭く設定して、一方の電子デ
バイスに対して近い距離に配置された他方の電子デバイスのみを検出したり、この通信範
囲を徐々に広げることにより最も近傍の位置にある電子デバイスを検出するようにしたペ
アリング方法が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００７－５３６８５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上述した特許文献１に開示されたペアリング方法では、通信範囲を狭く設定
して利用者本人が所持する他方の電子デバイスを検出しようとしているが、通信範囲を狭
くしたとしても近くに利用者本人以外に誰かいる場合にはその人が所持する電子デバイス
を検出してしまうおそれがある。また、上述した特許文献１に開示されたペアリング方法
では、通信範囲を徐々に広げて最も近傍の位置にある利用者本人の電子デバイスを検出し
ようとしているが、利用者本人以外の誰かが所持する電子デバイスを最初に検出してしま
うことを確実に排除することはできない。
【０００５】
　通常は、ペアリング時に検出された他方の電子デバイスについては表示部にこの電子デ
バイスの名称が表示されるため、その表示内容を見ることで利用者本人が意図した電子デ
バイスであることを確認することができるが、接続対象となる２つの電子デバイスの双方
が表示部を有しない場合にはこのような確認を行うことができなかった。
【０００６】
　本発明は、このような点に鑑みて創作されたものであり、その目的は、表示部がない場
合であっても利用者本人が接続を希望する電子デバイスを確実に検出することができる無
線通信装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決するために、本発明の無線通信装置は、ブルートゥース方式を用い
て接続可能であってオーディオ音出力手段を有する電子デバイスを検出するデバイス検出
手段と、利用者の操作を受け付ける操作手段と、デバイス検出手段によって検出された電
子デバイスとの間で一時的なペアリング設定を行うペアリング処理手段と、ペアリング処
理手段によって一時的なペアリング設定が行われた電子デバイスに、オーディオ音出力手
段から所定の確認音を出力させるために確認音データを送信する確認音送信手段と、確認
音送信手段による確認音データの送信タイミングと操作手段による所定の確認操作の有無
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とに基づいて、ペアリング処理手段によって行われた一時的なペアリング設定を継続的な
ペアリング設定に変更、あるいは、一時的なペアリング設定を解除するペアリング確認手
段とを備えている。
【０００８】
　電子デバイスからオーディオ音の出力が可能な場合に、この電子デバイスから確認音を
出力させることにより、ペアリング設定を行って利用者本人が接続を希望する電子デバイ
スを確実に検出して特定することが可能となる。
【０００９】
　また、上述したペアリング確認手段は、確認音送信手段によって確認音データの送信中
に、操作手段を用いて所定の確認操作がなされたときに、ペアリング処理手段によって行
われた一時的なペアリング設定を継続的なペアリング設定に変更することが望ましい。こ
れにより、接続対象となる電子デバイスを特定するとともに、利用者による接続の意志を
確認することが可能となる。
【００１０】
　また、上述したペアリング確認手段は、確認音送信手段によって確認音データの送信中
に、操作手段を用いて所定の確認操作がなされないときに、ペアリング処理手段によって
行われた一時的なペアリング設定を解除することが望ましい。これにより、利用者が特定
できていない電子デバイスに対する誤接続を防止することができる。
【００１１】
　また、上述したペアリング確認手段は、確認音送信手段によって確認音データの送信中
に、操作手段を用いて所定の解除操作がなされたときに、ペアリング処理手段によって行
われた一時的なペアリング設定を解除することが望ましい。これにより、確認音の出力を
確認した電子デバイスであっても、利用者が接続を希望しないことを迅速に知ることがで
き、無駄な待ち時間をなくすることができる。
【００１２】
　また、上述したデバイス検出手段によって検出された電子デバイスが複数ある場合に、
ペアリング処理手段、確認音送信手段、ペアリング確認手段による一連の動作が、複数の
電子デバイスのそれぞれに対して行われることが望ましい。これにより、複数の電子デバ
イスのそれぞれに確認音の出力を行わせ、一あるいは複数の電子デバイスとの間でペアリ
ング設定を行って、一あるいは複数の電子デバイスとの間で無線接続を行うことが可能と
なる。
【００１３】
　また、上述したペアリング処理手段による一時的なペアリング設定の対象として想定さ
れている電子デバイスには、所定の識別情報があらかじめ対応付けられており、ペアリン
グ処理手段は、識別情報を用いてペアリング設定を行うことが望ましい。また、上述した
ペアリング設定の対象として想定されている電子デバイスは、ヘッドセットであることが
望ましい。さらに、上述した無線通信装置は二輪車に搭載されるとともに、ペアリング設
定時に設定内容を確認するための表示部を有しない場合に特に有効である。無線通信装置
と電子デバイスの双方に表示部がない場合であっても、特定の電子デバイス（ヘッドセッ
ト）との間のペアリング設定を確実に成功させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】一実施形態の二輪車用オーディオ装置の構成を示す図である。
【図２】ペアリング設定を行う機能ブロック図である。
【図３】ペアリングモード時の動作を示すタイミング図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の無線通信装置を適用した一実施形態の二輪車用オーディオ装置について
、図面を参照しながら説明する。図１は、一実施形態の二輪車用オーディオ装置の構成を
示す図である。図１に示すように、本実施形態の二輪車用オーディオ装置１００は、チュ
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ーナ部１０、キー入力インタフェース部（キー入力Ｉ／Ｆ）２０、ＢＴ（ブルートゥース
）ユニット３０、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）ユニット４０、制御部５０を備えてい
る。
【００１６】
　チューナ部１０は、ラジオ放送の信号を受信し、音声を再生する処理を行う。キー入力
インタフェース部２０は、ハンドルリモコン２２に備わった各種キーの操作状態に応じた
信号が入力される。このハンドルリモコン２２は、二輪車のハンドルに取り付けられてお
り、「Ｕｐ／Ｄｏｗｎ」キー、「ＳＥＬＥＣＴ」キー、「再生」キー、「停止」キーなど
が含まれている。
【００１７】
　ＢＴユニット３０は、ブルートゥースによって二輪車用オーディオ装置１００と各種の
電子デバイスとの間で各種データの送受信を行う通信装置（ブルートゥース機器）である
。このＢＴユニット３０には、無線通信に必要なハードウェアと、このハードウェアを制
御してペアリング設定や無線接続を行うために必要な各種の処理部が含まれる。本実施形
態では、接続対象として想定している電子デバイスには、２つのヘッドセット２００、２
０２が含まれる。これらのヘッドセット２００、２０２には、オーディオ音出力手段とし
てのスピーカが含まれている。また、電子デバイスの検出やペアリング設定などのブルー
トゥースを用いた無線接続に必要な各種の処理はこのＢＴユニット３０によって行われる
。
【００１８】
　ＵＳＢユニット４０は、各種のＵＳＢデバイスとの間で信号の入出力を行うためのもの
であり、ＵＳＢポートやＵＳＢホストコントローラが含まれる。本実施形態では、音楽デ
ータが記録されている外部の記憶媒体としてのＵＳＢメモリ２２０が接続されることを想
定している。
【００１９】
　制御部５０は、二輪車用オーディオ装置１００の全体を制御するためのものであり、Ｒ
ＯＭやＲＡＭなどに格納された所定のプログラムをＣＰＵで実行することにより実現され
る。この制御部５０は、操作内容判定部５１、チューナ処理部５２、オーディオ処理部５
３、ＢＴ（ブルートゥース）処理部５４を有する。
【００２０】
　操作内容判定部５１は、キー入力インタフェース部２０を介して接続されたハンドルリ
モコン２２を用いた利用者の操作内容を判定する。チューナ処理部５２は、チューナ部１
０に対する動作指示を行う。例えば、受信周波数の設定および変更や音量設定などがチュ
ーナ処理部５２によって行われる。オーディオ処理部５３は、ＵＳＢメモリ２２０に記録
された音楽データを読み出して再生する一連の処理を行う。例えば、音楽データのフォル
ダ構成、ファイル構成およびファイル属性を含むコンテンツリストを作成するとともに、
このコンテンツリストを用いた選曲などが行われ、１つの楽曲が選択されたときにその再
生が行われる。
【００２１】
　なお、楽曲の再生については、ＵＳＢメモリ２２０に記録された音楽データを読み出し
て行う場合の他に、ブルートゥースによって接続された携帯端末装置（図示せず）と連携
して行うようにしてもよい。例えば、ＵＳＢメモリ２２０から音楽データを読み出す場合
と同様に、携帯端末装置内の記憶装置（半導体メモリやハードディスク装置など）に記録
されている音楽データを読み出して楽曲の再生を行う場合が考えられる。あるいは、携帯
端末装置の楽曲再生機能を利用し、オーディオ処理部５３によって選曲指示を行うととも
に、選択された楽曲の再生データを取得する場合が考えられる。
【００２２】
　ＢＴ処理部５４は、ヘッドセット２００、２０２との間でペアリング設定を行う際に必
要な処理を行う。例えば、ヘッドセット２００、２０２との間でペアリング設定を行う際
に、ヘッドセット２００、２０２に割り当てられた固有の識別情報としてのパスコード“
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００００”を指定する処理などがＢＴ処理部５４によって行われる。
【００２３】
　本実施形態の二輪車用オーディオ装置１００はこのような構成を有しており、次に、一
方のヘッドセット２０２との間でペアリング設定を行う動作について説明する。
【００２４】
　図２は、ペアリング設定を行う機能ブロック図である。図２に示すように、本実施形態
の二輪車用オーディオ装置１００は、ペアリング設定を行うために、デバイス検出部４１
、ペアリング処理部４２、無線接続部４３、パスコード指定部４４、確認音送信部４５、
ペアリング確認部４６を有する。これらの中で、パスコード指定部４４、確認音送信部４
５、ペアリング確認部４６は制御部５０内のＢＴ処理部５４によって実現され、それ以外
の機能ブロックはＢＴユニット３０によって実現される。但し、ＢＴユニット３０と制御
部５０のいずれによって各機能ブロックを実現するかは、適宜変更することができる。
【００２５】
　デバイス検出部４１は、ＳＤＰ（Service Discovery Profile）を用いて、ブルートゥ
ースを用いて通信可能な所定範囲（例えば、半径１０ｍ以内）に存在する電子デバイスを
検索する。ペアリング処理部４２は、デバイス検出部４１によって検出された電子デバイ
スとの間で一時的あるいは継続的なペアリング設定を行う。無線接続部４３は、ペアリン
グ処理部４２によってペアリング設定が成功した電子デバイスとの間で無線接続を行う。
【００２６】
　パスコード指定部４４は、ヘッドセット２００、２０２に割り当てられた固有の識別情
報としてのパスコード“００００”を指定する。確認音送信部４５は、ペアリング処理部
４２によって一時的なペアリング設定が行われたヘッドセット２００、２０２内のスピー
カから所定の確認音を出力させるために確認音データを送信する。ペアリング確認部４６
は、確認音送信部４５による確認音データの送信タイミングとハンドルリモコン２２を用
いた所定の確認操作の有無とに基づいて、ペアリング処理部４２によって行われた一時的
なペアリング設定を継続的なペアリング設定に変更、あるいは、一時的なペアリング設定
を解除する。
【００２７】
　上述したデバイス検出部４１がデバイス検出手段に、ハンドルリモコン２２が操作手段
に、ペアリング処理部４２がペアリング処理手段に、確認音送信部４５が確認音送信手段
に、ペアリング確認部４６がペアリング確認手段にそれぞれ対応する。
【００２８】
　次に、ペアリング設定を行うペアリングモードの動作について説明する。本実施形態で
は、表示部を有しない二輪車用オーディオ装置１００とパスコード“００００”の２つの
ヘッドセット２００、２０２の中の一方のヘッドセット２０２との間でペアリング設定を
行い、このヘッドセット２０２からオーディオ音出力を行うことを想定している。
【００２９】
　図３は、ペアリングモード時の動作を示すタイミング図である。二輪車用オーディオ装
置１００と２つのヘッドセット２００、２０２のそれぞれは、電源投入後にペアリング設
定を行うためのペアリングモードの動作を開始するものとする。
【００３０】
　まず、デバイス検出部４１は、周辺検索を行って、２つのヘッドセット２００、２０２
を検出し（Ｓ１、Ｓ２）、デバイスリストを作成する（Ｓ３）。例えば、ヘッドセット２
００が先に検出され、ヘッドセット２０２が次に検出される。
【００３１】
　次に、ペアリング処理部４２は、先に検出されたヘッドセット２００に対して、パスコ
ード指定部４４によって指定されたパスコード“００００”を送信して一時的なペアリン
グ設定を行う（Ｓ４）。この一時的なペアリング設定の後、無線接続部４３によって二輪
車用オーディオ装置１００とヘッドセット２００との間で無線接続が行われ（Ｓ５）、ヘ
ッドセット２００におけるペアリングモードの動作が解除される（Ｓ６）。
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【００３２】
　次に、確認音送信部４５からヘッドセット２００に向けて確認音データが送信される（
Ｓ７）。ヘッドセット２００では、確認音データを受信すると、この確認音データに対応
する確認音を出力する（Ｓ８）。
【００３３】
　この確認音データ送信中（確認音出力中）に、ヘッドセット２００との接続を希望しな
いことを示す所定の切換え操作が利用者によって行われると（Ｓ９）、ペアリング確認部
４６は、一時的なペアリング設定を解除して、ヘッドセット２００との間の無線接続を切
断する（ディスコネクト（Disconnect）要求とデリート（Deleat）要求を送る）（Ｓ１０
）。
【００３４】
　なお、ヘッドセット２００との接続を希望しないことを示す所定の切換え操作は、ハン
ドルリモコン２２を用いて行うことができる。例えば、ハンドルリモコン２２の「Ｕｐ／
Ｄｏｗｎ」キーを押下することで、この切換え操作が行われる。また、ヘッドセット２０
０が二輪車の周辺に偶然居合わせた第三者が所持するものである場合には、確認音データ
送信中にハンドルリモコン２２の切換え操作を期待することはできない。このような場合
を考慮して、所定時間（例えば５秒）経過した場合には切換え操作が行われた場合と同様
に、その後ヘッドセット２００との間の無線接続が切断される。
【００３５】
　その後、２番目に検出されたヘッドセット２０２に対して同様の処理が行われる。そし
て、確認音データ送信中（確認音出力中、Ｓ１１）に、ヘッドセット２０２との接続を希
望することを示す所定のＯＫ操作が利用者によって行われると（Ｓ１２）、ペアリング確
認部４６は、一時的なペアリング設定を継続的な通常のペアリング設定として確定した上
でペアリングモードの動作を解除する（Ｓ１３）。その後、二輪車用オーディオ装置１０
０からヘッドセット２０２に対してオーディオ音データが送られ、ヘッドセット２００か
らオーディオ音の出力が行われる。
【００３６】
　なお、ヘッドセット２０２との接続を希望することを示す所定のＯＫ操作は、ハンドル
リモコン２２を用いて行うことができる。例えば、ハンドルリモコン２２の「ＳＥＬＥＣ
Ｔ」キーを押下することで、このＯＫ操作が行われる。
【００３７】
　このように、本実施形態の二輪車用オーディオ装置１００では、ヘッドセット２００、
２０２から確認音を出力させることにより、ペアリング設定を行って利用者本人が接続を
希望するヘッドセット２０２を確実に検出して特定することが可能となる。
【００３８】
　また、確認音データの送信中に、ハンドルリモコン２２を用いて所定の確認操作がなさ
れたときに、一時的なペアリング設定を継続的なペアリング設定に変更している。これに
より、接続対象となるハンドセット２０２を特定するとともに、利用者による接続の意志
を確認することが可能となる。
【００３９】
　また、確認音データの送信中に、ハンドルリモコン２２を用いて所定の確認操作がなさ
れないときに、一時的なペアリング設定を解除している。これにより、利用者が接続を希
望しないヘッドセット２００やその他の電子デバイスとの間の誤接続を防止することがで
きる。
【００４０】
　また、確認音データの送信中に、ハンドルリモコン２２を用いて所定の解除操作がなさ
れたときに、一時的なペアリング設定を解除している。これにより、確認音の出力を確認
したハンドセット２００であっても、利用者が接続を希望しないことを迅速に知ることが
でき、無駄な待ち時間をなくすることができる。
【００４１】
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　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨の範囲内におい
て種々の変形実施が可能である。例えば、上述した実施形態では、一方のヘッドセット２
０２との間をブルートゥース方式で接続したが、両方のヘッドセット２００、２０２のそ
れぞれとの間をブルートゥース方式で接続するようにしてもよい。
【００４２】
　また、上述した実施形態では、二輪車用オーディオ装置１００について説明したが、二
輪車用の他の無線通信装置や、二輪車以外の車両に搭載された無線通信装置、あるいは、
車両に非搭載の無線通信装置に本発明を適用することができる。例えば、家庭用オーディ
オ装置とスピーカユニットとをブルートゥース方式で接続する場合などに本発明を適用す
ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　上述したように、本発明によれば、電子デバイスからオーディオ音の出力が可能な場合
に、この電子デバイスから確認音を出力させることにより、ペアリング設定を行って利用
者本人が接続を希望する電子デバイスを確実に検出して特定することが可能となる。
【符号の説明】
【００４４】
　１００　二輪車用オーディオ装置
　１０　チューナ部
　２０　キー入力インタフェース部（キー入力Ｉ／Ｆ）
　３０　ＢＴ（ブルートゥース）ユニット
　４０　ＵＳＢユニット
　４１　デバイス検出部
　４２　ペアリング処理部
　４３　無線接続部
　４４　パスコード指定部
　４５　確認音送信部
　４６　ペアリング確認部
　５０　制御部
　５１　操作内容判定部
　５２　チューナ処理部
　５３　オーディオ処理部
　５４　ＢＴ（ブルートゥース）処理部
　２００、２０２　ヘッドセット
　２２０　ＵＳＢメモリ
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